
新規事業採択時評価結果（平成２８年度新規事業化箇所） 

 

事業の概要 

事業名 
地域高規格道路 下北

しもきた

半島
はんとう

縦貫
じゅうかん

道路
ど う ろ

 

一般国道２７９号 横
よこ

浜北
はまきた

バイパス 

事業 

区分 
一般国道 

事業 

主体 
青森県 

起終点 
自：青森

あおもり

県むつ市中
なか

野沢
の さ わ

 
至：青森

あおもり

県上北
かみきた

郡横浜
よこはま

町横浜
よこはま

 
延長 １０．４ｋｍ 

事業概要  

下北半島縦貫道路は、下北地方生活圏の中心都市むつ市と東北縦貫自動車道八戸線を結び、下北・南部・青 

森地方生活圏の地域間交流の促進、下北地域の産業等の発展を支援する延長約６８ｋｍの地域高規格道路であ

り、横浜北バイパスは、下北半島縦貫道路の一部を構成する延長１０．４ｋｍの自動車専用道路である。 
事業の目的、必要性  

横浜北バイパスは、豪雪等の自然災害による通行止め箇所を有する当該現道区間の代替路を確保し、災害時に

おける下北半島の孤立化を回避するとともに、事故多発区間や線形不良箇所の回避により、信頼性の高い道路ネ

ットワークを確保することを目的とした事業である。 

全体事業費 約１９６億円 計画交通量  約８，９００台／日 

事業概要図  

               

                                                                                                                                                                

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                 
 

関係する地方公共団体等の意見  

 沿線自治体や商工団体等で構成される「下北半島振興促進連絡協議会」及び「下北半島縦貫道路早期実現促進

協議会」、民間の女性団体「下北未来塾」等より下北半島縦貫道路の早期整備を要望されている。 
 

学識経験者等の第三者委員会の意見  

平成22～23年度、及び26年度にPIを実施。学識経験者や地域住民から構成される地域懇談会を開催し、当該区間の概略

計画（ルート帯、インターチェンジ配置）が策定、公表されている。 
 

事業採択の前提条件  

費用便益比：便益が費用を上回っている。 

 

 

 

事業評価結果 

費
用
対
便
益 

Ｂ／Ｃ １．６ 

総費用 １４４億円 総便益 ２２９億円 基準年  

事業費：   137億円 

維持管理費：  7億円 

走行時間短縮便益：183億円 

走行経費減少便益：32億円 

交通事故減少便益：14億円 
平成２７年 

感度分析の結果 

交通量変動 B/C＝1.4  (交通量     －10％) B/C＝1.8  (交通量     ＋10％) 

事業費変動 B/C＝1.5  (事業費変動  ＋10％) B/C＝1.8  (事業費変動  －10％) 

事業期間変動 B/C＝1.5  (事業期間変動＋20％) B/C＝1.6  (事業期間変動－20％) 

事
業
の
影
響 

評価項目 評価 根拠 

自
動
車
や
歩
行
者
へ
の
影
響 

渋滞対策 － ・注目すべき影響はない。 

事故対策 ◎ 

・死傷事故率が高い箇所を含む区間の事故の減少が見込まれる。 

【死傷事故率】              
 

最大死傷事故率 約186件/億台キロ（冬期最大死傷事故率 約742件/億台キロ） 

※県平均（国県道）約37件/億台キロ(H22-H25単路部)の約5.0倍 

 

歩行空間 － ・注目すべき影響がない。 

社
会
全
体
へ
の
影
響 

住民生活 ○ 
・むつ市から第３次救急医療施設（青森県立中央病院）への速達性が向上し、冬期

においても信頼性の高い搬送ルートが確保される。 

（通常時 126分→90分、豪雪時 ∞→100分*）  *下北半島縦貫道路が全線整備された場合 

地域経済 ○ 
・下北半島へのアクセス性が向上し、来訪者の負担・不安が軽減され、観光客増加に

よる地域活性化が期待される。 

災 害 ◎ 
・豪雪等の自然災害による通行止め箇所を有する当該現道区間の代替路を確保し、

第１次緊急輸送道路の機能強化、災害時における下北半島の孤立化回避が図られる。 

（豪雪による現道区間の通行止め：3件/過去3年） 

環 境 － ・注目すべき影響がない。  

地域社会 ○ ・下北地方生活圏と県内外の地方生活圏の交流・連携促進への寄与が期待される。 

事業実施環境 ○ 

・PI実施による概略計画（ルート帯、インターチェンジ配置）を策定しており、地元

との合意形成が図られている。 

・地元の各種団体等から早期整備を要望されている。（下北半島振興促進連絡協議会、

下北半島縦貫道路早期実現促進協議会、下北未来塾等） 

採択の理由 
事業主体である青森県が実施した評価結果に基づけば、費用便益比が１．６と便益が費用を上回っており、 

事業採択の前提条件が確認できる。 

また、豪雪時通行止め箇所の回避による災害時の安全性・信頼性の向上、第３次医療施設への速達性の確保、

高速ネットワークの形成により地域間交流・連携の促進に寄与する等、当該事業の必要性・効果は高いと判断で

きる。 

以上より、本事業は平成２８年度新規事業箇所として妥当であると考えられる。 

 
 

 

担 当 課：道路局 国道・防災課 

担当課長名： 川﨑 茂信      

          

※総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額に割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。 
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